
 

 

 

 

 

 

 

 

8月 6日に平和集会が行われました。金明小学校では、毎年6年生が、戦争や平和につ
いて調べたことや考えたことを発表します。6 年生は、この日のために、調べ学習や発表
練習に励んできました。今年の内容は、現在も、戦争で苦しむ子どもたちの生活を伝える
プレゼンテーションや、「ギブアンドギブ」のお話、戦争にまつわるクイズ、絵本「へいわ
ってすてきだね」の読み聞かせなど、どれも、戦争の悲惨さや平和を願う思いが込められ
た発表でした。 

 校長先生のお話から、「戦争について知ること、学ぶことは、平和のバトンをつなげてい
くために必要なこと」を確認しました。戦争を知らない私たちだからこそ、自分から学び、
戦争のおそろしさ、悲しさ、そして、平和の大切さを伝えていく姿勢が大切です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平和を願う心を 「平和集会」 

～ふりかえりを紹介します～ 

1 年  

ぼくは、せんそうがとてもこわいから、これからできることをやりたいとおもいました。げんば

くがこわいとおもいました。せんそうがこわいことをしったから、これからもできることはやりた

いとおもいました。 

 

1 年  

わたしは、げんばくでひろしまやながさきのひとたちが、いっぱいなくなったひとがいてかわい

そうです。できるだけこえをかけてあげたいです。かわいそうです。ともだちにしんせつになかよ

くたのしくやさしくしてあげたいです。 

 

２年  

今日は、へいわしゅうかいをして、せんそうでなくなった人たちがなん人もいるから、いま生き

ている人たちをたすけたいと思いました。このせかいをへいわにできたらうれしいです。まだせん

そうをしているくには、かわいそうなくにだと思いました。わたしはわたしができることをしたい

です。ほんとにへいわなせかいになってほしいと思いました。せんそうなんかやめてほしいと思い

ます。 

 ２年  

 今もせんそうをしていてビックリした。ひろしまのげんばくで、３０万人ちかくの人がしんでい

るのがかわいそうでした。小さなばくだんで人の足をふきとばすほどの力でばくだんはとてもこわ

いものとわかりました。さかもとたくみさんの「せんそうがおきるりゆうは、くにとくにがけんか

をしているからだと思います」のいけんにわたしもそうだと思いました。６年生のはっぴょうで、

せんそうというのはとてもこわいものと思いました。せんそうはやめてほしいので、わたしたちに

すこしでもできることがあったら、できるだけいろんなことをしようと思いました。 

  

平和を願い｢ハナミズキ｣を歌いました 

 



 
３年  

ぼくは、まだ戦争をやっていたことを知らなかったけれど、平和集会でわかったのでよかったです。

核ばくだんがこんなにあぶないということを、ちょっとでもいいからほかの国も核ばくだんのおそろ

しさをしってほしいです。日本は、平和でいてほしいと思いました。 

 
３年  

今日、平和集会をして、今はもう戦争をしていないと思っていたけれど、まだほかの国で戦争をし

ていることを初めて知りました。こわいからぼくは、その国に生まれなくてよかったです。また核バ

クダンは近くの人はもちろん、光で遠くに住んでいる人も死ぬからこわいし、かわいそうだと思いま

した。その核バクダンが日本にしか落とされていないのに、他の国も「やめよう」と言っているから、

それだけい力が強いんだなと思いました。 

 
３年  

 戦争はみんなが巻き込まれるからやめたほうがいいと思いました。げんしばくだんをなぜつくった

のかな。平和のほうがいいね。 

 

４年  

ぼくは、原爆で広島の人が３０万人も死んでいたけれど、それにくらべてぼくは学校もいけるし、

プールも入れるから幸せで平和でこの時代に生まれてうれしかったです。「平和」って最高。これから

もずっと平和でいたいです。 

 
４年  

 わたしは、最初は戦争をしている国はあまりないと思っていたけれど、予想以上に多くてびっくりし

ました。戦時中は、子どもはたくさん働かされていたり、地雷をしかけられたり、ご飯を食べられな

かったり、鉄砲を持たされたり、勉強ができなかったり、とてもかわいそうです。わたしは毎日ぜい

たくばかりしているから、お金やペットボトルを回収ボックスに入れたり、自分のできるかぎりの事

はやりたいと思います。 

５年  

 私がびっくりしたことは、小さいばくだんでも、人の足がふっとぶのがびっくりしました。戦争で

子どもたちが多く亡くなっているのがかわいそうだなと思いました。戦争はいつくるのかわからない

のでこわいなと思いました。６年生が言ったギブアンドギブと言う言葉を忘れないようにしたいです。

人にやさしく、積極的に行動できるようにがんばりたいです。 

 
５年  

 戦争はなくなっていると思っていたけれど、まだなくなってはいなくて、とてもつらく、悲しい思

いをしている人がいるということを学びました。戦争をなくしたり、平和を続けたりするためには、

少しでも友達とかに優しくしたり、交流してみたりと、心の輪をつなげていき、一人一人ができるこ

とを実行して続けていけばいいと思います。 

 

６年  

私は、今までの平和集会は日本でおこった戦争のお話で、日本ではこんな悲しいことがおこったん

だと思ったけれど、この平和集会で、世界でも日本と同じで苦しむ人が大勢いると分かりました。大

勢の人が苦しむのだから、戦争はやってはいけないことだなと改めて感じました。 

 
６年  

 日本も昔、ユニセフから支援を受けていたと初めて知りました。今でもユニセフから支援を受けて

いる国がたくさんあるんだなと思いました。私も募金をして、少しでも役に立てたら良いなと思いま

した。世界平和と難しいけれど、周りの人たちとケンカをせずにギブアンドギブをしていきたいです。 

 

 


